
− � −

陳暘孟子訓義校釈（一）

［
前
言
］

こ
こ
に
注
解
す
る
「
孟
子
訓
義
」
と
は
、
陳
暘
『
樂
書
』
の
巻
第
九
十
一

か
ら
巻
第
九
十
五
に
至
る
計
五
巻
を
い
う
。『
樂
書
』
の
う
ち
巻
第
一
か
ら

巻
第
九
十
五
ま
で
は
経
書
中
の
音
楽
関
連
の
記
事
を
抜
き
出
し
て
注
解
し
た

「
訓
義
」
で
、
そ
の
う
ち
わ
け
は
「
禮
記
」「
周
禮
」「
儀
禮
」「
詩
」「
尚
書
」

「
春
秋
」「
周
易
」「
孝
經
」「
論
語
」
お
よ
び
「
孟
子
」
の
訓
義
で
あ
る
。

『
樂
書
』
の
完
成
は
元
符
三
年
（
一
一
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
こ
の
時
『
孟
子
』

は
実
質
的
に
経
書
の
地
位
を
す
で
に
獲
得
し
て
お
り
、「
孟
子
訓
義
」
の
存

在
も
そ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
。

「
孟
子
訓
義
」
に
は
合
計
二
十
章
を
収
め
る
が
、
陳
暘
に
は
こ
れ
と
は
別

に
『
孟
子
解
義
』
と
称
す
る
著
述
が
あ
っ
た
ら
し
い
。『
東
都
事
略
』（
巻
第

一
百
十
四
「
儒
學
傳
九
十
七
」）、『
宋
史
』（
巻
第
二
百
五
「
藝
文
四
、
儒
家

類
」）
等
に
書
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
孟
子
解
義
』
は
全
十
四
巻
と
さ
れ

る
の
で
、『
孟
子
』
全
書
に
対
す
る
注
釈
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
『
孟

子
解
義
』
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
る
た
め
、「
孟
子
訓
義
」
と
の
関
係
を
知

る
手
が
か
り
は
な
い
。

校
釈
の
底
本
に
は
宋
刊
本
を
用
い
た
。
す
な
わ
ち
『
中
国
善
本
書
提
要
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
等
に
載
せ
る
「
宋
刊
本
、
蝴
蝶
装
、

存
三
十
一
巻
二
冊
」（
北
京
図
書
館
蔵
）
で
あ
る
。
今
、
本
邦
国
立
国
会
図

書
館
に
蔵
す
る
「
國
立
國
會
圖
書
館
攝
製
北
平
圖
書
館
善
本
書
膠
片
」
所
収

の
も
の
を
使
用
し
た
。
テ
キ
ス
ト
の
校
勘
に
用
い
た
主
な
版
本
は
つ
ぎ
の
も

の
で
あ
る
。

一
、
国
会
図
書
館
蔵
・
宋
刊
本

一
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
本

一
、
光
緒
三
年
定
遠
方
濬
師
刊
本

ま
た
樓
鑰
『
樂
書
正
誤
』（「
擇
是
居
叢
書
初
編
」
所
収
）
も
参
考
に
し

た
。な

お
、
底
本
は
「
中
国
思
想
史
研
究
室
」（http://hyena.hum

an.
niigata-u.ac.jp/

）
で
閲
覧
に
供
し
て
い
る

以
下
の
校
釈
は
、
原
文
、
版
本
の
校
勘
、
翻
訳
、
注
釈
、
補
説
で
構
成
さ

れ
る
が
、「
訓
義
」
が
掲
げ
る
『
孟
子
』
の
原
文
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て

訓
読
を
示
す
に
と
ど
め
、
現
代
語
訳
は
省
く
。

陳
暘
孟
子
訓
義
校
釈
（
一
）

児
玉
憲
明
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樂
書
巻
第
九
十
一

a

孟
子
訓
義

b

梁
惠
王
上　

梁
惠
王
下

梁
惠
王
上

c

爲
其

d
聲
音
不
足
聽
於
耳
與

e
。

凡
物
動
而
有
聲
、
聲
變
而
有
音
。
易
曰
、
天
數
五
地
數
五
。
則
五
聲
者

天
地
之
道
也
。
傳
曰
、
人
者
統
八
卦
、
諧
八
音
、
舞
八
佾
、
以
終
天
地
之

功
。
則
八
音
者
人
之
道
也
。
樂
通
倫
理
而
三
才
之
道
具
矣
。
然
則
發
之
聲

音
、
其
有
不
足
以
形
容
之
乎
。

蓋
肥
甘
者
食
之
美
而
悦
於
口
。
輕
煖

f
者
服
之
美
而
悦
於
體
。
采
色
者

視
之
美
而
悦
於
目
。
聲
音
者
聽
之
美
而
悦
於
耳
。
便
嬖
者
使
令
之
適
而
悦

於
意
。
爲
肥
甘
不
足
於
口
歟
、
必
將
芻
豢
稻
梁
五
味
調
香
以
養
其
口
。
爲

輕
煖

g
不
足
於
體
歟
、
必
將
疏
房
越
席
牀
笫
几
筵
以
養
其
體
。
爲
采
色
不

足
於
目
歟
、
必
將
彫
琢
刻
鏤
黼
黻
文
章
以
養
其
目
。
爲
聲
音
不
足
於
耳

歟
、
必
將
鳴
鼓
鐘
彈
琴
瑟
以
養
其
耳
。
爲
便
嬖
不
足
使
令
於
前
歟
、
必
將

衆
侍
妾
盛
官
徒
以
適
其
意
。
凡
此
王
之
諸
臣
皆
足
供
之
、
固
知
王
之
不
爲

是
也
。
其
所
大
欲
、
特
在
辟
土
地
以
廣
之
、
朝
秦
楚
以
臣
之
、
莅
中
國
以

君
之
、
撫
四
夷
以
服
之
而
已
、
豈
難
知
哉
。

［
校
勘
］

a　
「
樂
書
巻
第
九
十
一
」　

四
庫
全
書
本
は
「
樂
書
巻
九
十
一
」
に
作

る
。
ま
た
四
庫
全
書
本
に
は
こ
の
行
の
前
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
の
一

行
が
あ
る
。

b　

四
庫
全
書
本
は
、「
樂
書
巻
九
十
一
」
と
「
孟
子
訓
義
」
の
間
に

「
宋
陳
暘
撰
」
の
一
行
が
あ
る
。
方
濬
師
本
に
は
「
宋
宣
徳
郎
秘
書
省

正
字
陳
暘
譔
」
の
一
行
が
あ
る
。

c　
「
梁
惠
王
上　

梁
惠
王
下
」（
三
行
目
）「
梁
惠
王
上
」（
四
行
目
）　

底
本
は
「
梁
惠
王
上
」
の
一
行
の
み
。
四
庫
全
書
本
は
「
梁
惠
上
下
」

に
、
方
濬
師
本
は
「
梁
惠
王
上
下
」
に
作
る
。
本
巻
に
は
『
孟
子
』
の

三
章
を
収
め
る
が
、
冒
頭
の
一
章
が
「
梁
惠
王
章
句
上
」
に
属
し
、
残

る
二
章
は
「
梁
惠
王
章
句
下
」
に
属
す
。
思
う
に
、
本
来
は
ま
ず
「
梁

惠
王
上　

梁
惠
王
下
」（
あ
る
い
は
「
梁
惠
王
上
下
」）
と
題
し
て
本
巻

に
収
め
る
『
孟
子
』
の
篇
題
を
一
括
し
て
示
し
、
次
行
に
第
一
章
が
属

す
る
「
梁
惠
王
上
」
が
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
第
二
章
（「
莊

暴
見
孟
子
」
章
）
の
前
に
は
「
梁
惠
王
下
」
の
一
行
が
挿
入
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。『
樂
書
』
他
の
巻
は
お
お
む
ね
そ
の
よ
う
な
体
裁
を
と
る
。

よ
っ
て
改
め
た
。

d　
「
爲
其
」　

底
本
を
除
き
こ
の
二
字
な
し
。『
孟
子
』
原
文
に
も
な

し
。
す
な
わ
ち
『
孟
子
』
は
「
爲
肥
甘
不
足
於
口
與
、
輕
煖
不
足
於
體

與
、
抑
爲
采
色
不
足
於
目
與
、
聲
音
不
足
聽
於
耳
與
」
に
作
る
。『
孟

子
』
で
は
、「
聲
音
不
足
聽
於
耳
與
」
は
、
上
句
の
「
抑
爲
采
色
…
…
」

を
承
る
た
め
「
爲
」
字
を
省
略
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
輕
煖
」
の
句

に
「
爲
」
が
な
い
の
も
同
様
で
あ
る
。「
訓
義
」
は
「
聲
音
…
…
」
の

一
句
の
み
を
掲
げ
た
た
め
、
意
を
も
っ
て
「
爲
」
を
補
っ
た
の
で
あ
ろ
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う
か
。
ま
た
他
本
に
「
爲
其
」
の
二
字
が
な
い
の
は
『
孟
子
』
原
文
に

従
っ
て
後
に
削
っ
た
も
の
か
。

e　
「
與
」　

四
庫
全
書
本
「
歟
」
に
作
る
。
今
本
『
孟
子
』
は
い
ず
れ
も

「
與
」。
二
字
通
じ
る
。

f　
「
輕
煖
」　

四
庫
全
書
本
の
み
「
輕
暖
」
に
作
る
。
こ
の
句
は
『
孟

子
』
本
文
に
よ
る
が
、
現
行
『
孟
子
』
の
諸
本
は
い
ず
れ
も
「
輕
煖
」

に
作
る
。
四
庫
全
書
本
『
孟
子
注
疏
』
も
「
輕
煖
」。
二
字
通
じ
る
。

g　
「
輕
煖
」　

同
前
。

［
訳
］其

の
聲
音
の
耳
に
聽
く
に
足
ら
ざ
る
が
爲
か
。

そ
も
そ
も
物
体
が
動
け
ば
「
声
」
が
発
生
し
、「
声
」
が
変
化
し
て
「
音
」

と
な
る

�
。『
易
』
に
「
天
の
数
は
五
、
地
の
数
は
五

�
」
と
あ
る
と
お
り
、

〈
五
声
〉
は
天
地
を
つ
ら
ぬ
く
摂
理
で
あ
る
。
伝
に
「
人
は
、
八
卦
を
統
べ
、

八
音
を
と
と
の
え
、
八
佾
を
舞
う
こ
と
で
天
地
の
働
き
を
完
成
さ
せ
る

�
」

と
あ
る
と
お
り
、〈
八
音
〉
は
人
の
世
の
原
理
で
あ
る
。
楽
は
倫
理
に
通
じ

て
お
り

4
、
天
地
人
の
道
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
五
声
・
八
音
で
表
現
す
る
な
ら
、
形
容
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う

か
。「

肥
甘
」
は
食
物
の
高
級
な
も
の
で
あ
り
口
を
満
足
さ
せ
る
。「
軽
煖
」
は

衣
服
の
高
級
な
も
の
で
あ
り
体
を
満
足
さ
せ
る
。「
彩
色
」
は
視
覚
の
対
象

の
高
級
な
も
の
で
、
目
を
満
足
さ
せ
る
。「
声
音
」
は
聴
覚
の
対
象
の
高
級

な
も
の
で
、
耳
を
満
足
さ
せ
る
。「
便
嬖
」
は
指
令
を
授
け
る
に
ふ
さ
わ
し

い
者
で
、
心
情
を
満
足
さ
せ
る
。
も
し
「
肥
甘
」
が
口
を
満
た
す
に
足
り
な

い
の
が
〔
戦
争
を
始
め
た
り
、
家
臣
を
危
険
に
さ
ら
し
た
り
、
諸
侯
に
恨
み

を
買
っ
た
り
す
る
〕
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
芻
豢
稻
梁
五
味
調
香
と

い
っ
た
美
食
が
あ
れ
ば
口
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
軽
煖
」

が
体
を
満
た
す
に
足
り
な
い
の
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
疏
房

越
席
牀
笫
几
筵
と
い
っ
た
調
度
品
が
あ
れ
ば
体
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
よ
う
。「
彩
色
」
が
目
を
満
た
す
に
足
り
な
い
の
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
彫
琢
刻
鏤
黼
黻
文
章
と
い
っ
た
装
飾
が
あ
れ
ば
目
の
欲
望
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
声
音
」
が
耳
を
満
た
す
に
足
り
な
い
の
が
そ

の
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
鼓
鐘
を
鳴
ら
し
琴
瑟
を
彈
じ
て
耳
の
欲
望

を
満
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。「
便
嬖
」
が
君
主
の
前
で
指
令
を
授
け
る
に

足
り
な
い
の
が
そ
の
理
由
だ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
侍
妾
を
多
く
し
、
官
吏

を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
の
欲
望
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ

ら
は
王
の
臣
が
提
供
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
王
が
こ
の
よ
う
な

も
の
を
ほ
し
が
っ
て
い
る
の
で
な
い
こ
と
を
孟
子
は
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い

た
。
王
が
こ
と
の
ほ
か
欲
し
て
い
る
の
は
、
領
地
を
拡
大
し
て
自
国
を
大
き

く
し
、
秦
国
や
楚
国
を
臣
下
と
し
て
朝
覲
さ
せ
、
中
国
全
土
に
王
者
と
し
て

臨
み
、
四
夷
を
慰
撫
し
て
服
従
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
推
し
量

れ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か

5
。

［
注
］�　

「
声
（
聲
）」「
音
」、
い
ず
れ
も
音
響
を
、
特
に
音
楽
で
使
用
さ
れ
る
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音
（
楽
音
）
を
意
味
す
る
。「
声
音
」
と
熟
し
て
使
わ
れ
る
場
合
、「
声
」

と
「
音
」
に
ほ
と
ん
ど
区
別
は
な
い
こ
と
も
多
い
が
、
二
字
を
分
け
て

用
い
る
場
合
は
意
味
の
違
い
が
あ
る
。
陳
暘
は
こ
こ
で
『
孟
子
』
の

「
聲
音
」
を
、「
聲
」
と
「
音
」
に
分
け
て
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の

陳
暘
の
理
解
に
よ
る
と
、「
声
」
が
よ
り
根
源
的
で
素
朴
な
も
の
を
指

し
、「
声
」
の
変
化
し
た
も
の
が
「
音
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
禮

記
』
樂
記
の
冒
頭
に
「
外
界
の
現
象
に
心
が
反
応
し
た
結
果
、〈
声
〉

が
発
生
す
る
。〈
声
〉
が
響
き
あ
っ
て
変
化
が
起
き
る
。
変
化
が
一
定

の
秩
序
を
得
た
も
の
が
〈
音
〉
で
あ
る
。〈
音
〉
を
連
ね
て
楽
曲
と
し
、

干
戚
羽
旄
の
装
飾
を
加
え
た
の
が
〈
楽
〉
で
あ
る
（
感
於
物
而
動
、
故

形
於
聲
、
聲
相
應
、
故
生
變
、
變
成
方
、
謂
之
音
、
比
音
而
樂
之
、
及

干
戚
羽
旄
、
謂
之
樂
）」
と
あ
り
、
人
心
が
外
物
に
感
じ
て
発
生
す
る

〈
声
〉
が
変
化
し
て
〈
音
〉
と
な
り
、
さ
ら
に
〈
楽
〉
と
し
て
完
成
す

る
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
陳
暘
の
定
義
も
こ
れ
に
沿
っ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
文
献
に
よ
っ
て
は
「
五
音
」
と
い
う
語
が
見
え
る

が
、
こ
れ
は
「
五
声
」
の
異
称
で
あ
り
、
楽
器
の
総
称
で
あ
る
「
八

音
」
と
は
関
係
な
い
。
ま
た
『
孟
子
』
告
子
章
句
下
に
「
聲
音
顏
色
」

の
句
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
声
音
」
の
派
生
的
な
用
法
で
、「
弁
舌
」

の
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
直
接
に
は
音
楽
と
か
か
わ
ら
な
い
。

「
物
の
運
動
に
よ
っ
て
音
響
が
発
す
る
（
凡
物
動
而
有
聲
）」
は
、

『
樂
書
』
に
お
け
る
「
凡
例
」
で
あ
る
。
巻
第
九
（
禮
記
訓
義
「
是
故

不
知
聲
者
不
可
與
言
音
」
条
）
に
「
凡
物
皆
動
而
有
聲
、
聲
變
而
成

音
」
と
あ
り
、
巻
第
三
十
七
（
周
禮
訓
義
「
鼓
人
」
条
）
に
も
「
凡
物

動
而
有
聲
、
聲
變
而
成
音
」
と
あ
る
。
ま
た
、
よ
り
詳
細
な
記
述
が
巻

第
一
百
六
（
聲
音
通
論
）
に
あ
る
。
巻
第
一
百
六
の
論
述
は
つ
ぎ
の
よ

う
で
あ
り
、
こ
こ
「
孟
子
訓
義
」
の
論
と
ほ
ぼ
重
な
る
。「
物
が
動
い

て
〈
声
〉
が
発
生
し
、〈
声
〉
が
変
化
し
て
〈
音
〉
と
な
る
。〈
声
〉
の

数
は
五
つ
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
は
楽
の
〈
道
〉
で
は
な
く
楽
の
〈
象
〉

に
す
ぎ
な
い
。〈
音
〉
の
数
は
八
つ
に
と
ど
ま
り
、
こ
れ
は
楽
の
〈
象
〉

で
は
な
く
楽
の
〈
器
〉
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
楽
を
論
じ
る
さ
い

に
『〈
声
〉
は
楽
の
象
、
金
石
糸
竹
は
楽
の
器
』（『
禮
記
』
樂
記
）
と

説
明
さ
れ
る
の
だ
。『
易
』
に
『
天
の
数
は
五
、
地
の
数
は
五
』
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
〈
五
声
は
天
地
の
道
〉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
伝

に
『
人
は
八
卦
を
統
べ
、
八
音
を
と
と
の
え
、
八
佾
を
舞
う
こ
と
で

天
地
の
働
き
を
完
成
さ
せ
る
』
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〈
八
音
は
人

の
道
〉
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
楽
は
倫
理
に
通
じ
て
お
り
、
天
地

人
の
道
が
す
べ
て
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、『
沖
氣
も
っ
て
和
す
』（『
老

子
』
の
語
）
の
で
あ
る
。『〈
声
・
音
〉
の
上
に
表
現
す
る
』
と
い
う
の

は
、
言
う
こ
と
が
す
べ
て
徳
に
か
な
い
、
詠
じ
る
こ
と
が
す
べ
て
中
正

な
〈
声
〉
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
だ
。
世
の
論
者
が
『
五
声
は
天
の

音
、
八
音
は
天
の
化
』
と
説
く
が
、
不
十
分
で
あ
ろ
う
（
凡
物
動
而
有

聲
、
聲
變
而
有
音
、
聲
不
過
五
。
非
樂
之
道
也
、
樂
之
象
而
已
。
音
不

過
八
。
非
樂
之
象
也
、
樂
之
器
而
已
。
此
記
樂
者
所
以
有
聲
者
樂
之

象
、
金
石
絲
竹
者
樂
之
器
之
説
也
。
易
曰
天
數
五
地
數
五
、
則
五
聲
其

天
地
之
道
歟
。
傳
曰
人
者
統
八
卦
、
諧
八
音
、
舞
八
佾
、
以
終
天
地
之

功
、
然
則
八
音
其
人
之
道
歟
。
樂
通
倫
理
而
三
才
之
道
具
、
則
沖
氣
以
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和
。
彼
發
諸
聲
音
、
所
道
者
孰
非
中
徳
、
所
詠
者
孰
非
中
聲
哉
。
世
之

論
樂
者
謂
五
聲
天
音
也
、
八
音
天
化
也
、
豈
不
偏
乎
）」
と
あ
る
。

�　
『
易
』（
繋
辭
上
傳
）
の
句
。「
天
數
五
、
地
數
五
、五
位
相
得
而
各

有
合
」
と
あ
る
。
音
楽
の
成
立
に
は
音
響
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
音
楽
と
し
て
成
立
す
る
に
は
何
ら
か
の
規
則
に
も
と
づ
い

た
音
響
（
楽
音
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
の
伝
統
的
な
音
楽
は

五
音
音
階
（
宮
商
角
徴
羽
）
を
基
本
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

「
五
」
と
い
う
数
が
人
為
的
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
天
地
の
法

則
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
た
め
に
こ
の
句
が
引
か
れ

て
い
る
。
し
か
し
『
易
』
が
直
接
「
五
声
」
に
言
及
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

�　
『
漢
書
』（
律
暦
志
上
）
の
句
。「
人
者
、
繼
天
順
地
、
序
氣
成
物
、

統
八
卦
、
調
八
風
、
理
八
政
、
正
八
節
、
諧
八
音
、
舞
八
佾
、
監
八

方
、
被
八
荒
、
以
終
天
地
之
功
」（
人
は
天
を
繼
ぎ
地
に
順
ひ
、
氣
を

序
し
て
物
を
成
す
。
八
卦
を
統
べ
、
八
風
を
調
へ
、
八
政
を
理
め
、
八

節
を
正
し
、
八
音
を
諧
へ
、
八
佾
を
舞
ひ
、
八
方
を
監
、
八
荒
を
被

ひ
、
以
て
天
地
の
功
を
終
ふ
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
人
が
天
地
の
働
き

を
継
承
し
て
気
を
整
え
て
物
の
働
き
を
完
成
さ
せ
る
具
体
的
な
活
動
が

列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
に
す
べ
て
「
八
」
が
冠
さ
れ
て
い
る
。

五
つ
の
音
響
か
ら
構
成
さ
れ
る
〈
五
声
〉
は
、
抽
象
的
な
概
念
で
あ

り
、
楽
器
（
八
音
）
を
介
し
て
鳴
り
響
い
て
は
じ
め
て
現
実
の
音
楽
と

な
り
人
が
感
覚
で
き
る
と
す
る
観
念
が
根
底
に
あ
る
。
天
地
の
原
理
で

あ
る
〈
五
声
〉
が
、
人
間
が
管
轄
す
る
〈
八
音
〉
す
な
わ
ち
八
種
の
楽

器
に
よ
っ
て
人
の
世
界
に
実
現
し
「
三
才
の
道
」
が
完
成
す
る
こ
と
を

証
す
る
た
め
に
、〈
五
声
〉
の
論
拠
で
あ
る
『
易
』
と
と
も
に
引
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

4　
「
楽
は
倫
理
に
通
じ
」
は
、『
禮
記
』（
樂
記
）
の
句
。「
樂
者
通
倫
理

者
也
」（
樂
は
倫
理
に
通
ず
る
も
の
な
り
）
と
あ
る
。「
樂
記
」
の
こ
の

句
に
対
す
る
陳
暘
の
解
釈
は
、『
樂
書
』
巻
第
九
に
あ
る
。「
樂
爲
音
之

蘊
、
音
爲
樂
之
發
、
故
樂
足
以
該
音
、
而
音
不
足
以
盡
樂
。
音
雖
生
於

人
心
、
未
始
不
通
於
倫
理
。
八
音
克
諧
無
相
奪
倫
、
是
也
（〈
楽
〉
は

〈
音
〉
の
集
積
で
、〈
音
〉
は
〈
楽
〉
の
発
散
で
あ
る
。
つ
ま
り
〈
楽
〉

は
〈
音
〉
を
内
包
し
て
い
る
が
、〈
音
〉
だ
け
で
〈
楽
〉
が
成
立
す
る

わ
け
で
は
な
い
。〈
音
〉
は
人
の
心
か
ら
発
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

は
じ
め
か
ら
倫
理
に
通
じ
て
い
る
。〈
八
音
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
十

全
に
発
揮
し
、
万
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
に
安
ん
じ
て
他
者
を
冒
す
こ
と

が
な
い
〉
と
は
こ
の
こ
と
だ
）」
と
あ
る
。

5　
「
肥
甘
」
以
下
は
『
孟
子
』
を
文
脈
に
忠
実
に
敷
衍
し
た
も
の
で
あ

る
。『
孟
子
』
の
文
は
次
の
と
お
り
。「
爲
肥
甘
不
足
於
口
與
、
輕
煖
不

足
於
體
與
、
抑
爲
采
色
不
足
視
於
目
與
、
聲
音
不
足
聽
於
耳
與
、
便
嬖

不
足
使
令
於
前
與
。
王
之
諸
臣
皆
足
以
供
之
、
而
王
豈
爲
是
哉
。
曰
、

否
、
吾
不
爲
是
也
。
曰
、
然
則
王
之
所
大
欲
可
知
已
。
欲
辟
土
地
、
朝

秦
楚
、
蒞
中
國
而
撫
四
夷
也
（
肥
甘
の
口
に
足
ら
ざ
る
が
爲
か
、
輕
煖

の
體
に
足
ら
ざ
る
が
爲
か
、
抑
も
采
色
の
目
に
足
ら
ざ
る
が
爲
か
、
聲

音
の
耳
に
聽
く
に
足
ら
ざ
る
か
、
便
嬖
の
前
に
使
令
せ
し
む
る
に
足

ら
ざ
る
か
、
王
の
諸
臣
み
な
以
て
之
を
供
す
る
に
足
る
。
而
し
て
王
、
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豈
に
是
れ
が
爲
な
ら
ん
や
。
曰
く
、
否
、
吾
れ
是
れ
が
爲
な
ら
ざ
る

な
り
。
曰
く
、
然
ら
ば
則
ち
王
の
大
い
に
欲
す
る
所
は
知
る
可
き
の

み
。
土
地
を
辟
き
、
秦
楚
を
朝
せ
し
め
、
中
國
に
蒞
み
て
四
夷
を
撫
せ

ん
と
欲
す
る
な
り
）」。
中
間
、「
肥
甘
」
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
王

の
嗜
好
を
満
た
す
た
め
の
具
体
的
な
品
目
や
手
段
を
述
べ
る
部
分
が

『
孟
子
』
に
は
な
く
、
陳
暘
に
よ
る
補
充
で
あ
る
。「
便
嬖
」
を
除
く
四

項
目
の
記
述
は
『
荀
子
』（
禮
論
篇
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

『
荀
子
』
に
は
「
芻
豢
稻
梁
五
味
調
香
、
所
以
養
口
也
、（
中
略
）
彫
琢

刻
鏤
黼
黻
文
章
、
所
以
養
目
也
、
鍾
鼓
管
磬
琴
瑟
竽
笙
、
所
以
養
耳

也
、
疏
房
檖
䫉
越
席
牀
笫
几
筵
、
所
以
養
體
也
」
と
あ
る
。「
訓
義
」

で
は
、『
孟
子
』
の
叙
述
に
合
わ
せ
る
た
め
に
項
目
の
順
序
が
変
え
ら

れ
、
ま
た
文
字
に
小
異
が
あ
る
。

梁
惠
王
下

a

莊
暴
見
孟
子
曰
、
暴
見
於
王
、
王
語
暴
以
好
樂
、
暴
未
有
以
對
也
。
曰
、

好
樂
何
如
。
孟
子
曰
、
王
之
好
樂
甚
、
則
齊
國
其
庶
幾
乎
。
他
日
見
於
王

曰
b
、
王
嘗
語
莊
子
以
好
樂
、
有
諸
。
王
變
乎
色
曰
、
寡
人
非
能
好
先
王
之

樂
也
、
直
好
世
俗
之
樂
耳
。
曰
、
王
之
好
樂
甚
、
則
齊
其
庶
幾
乎
、
今
之

樂
、
由
古
之
樂
也
。
曰
、
可
得
聞
與
。
曰
、
獨
樂
樂
、
與
人
樂
樂
、
孰
樂
。

曰
、
不
若
與
人
。
與
少
樂
樂
、
與
衆
樂
樂
、
孰
樂
。
曰
、
不
若
與
衆
。

先
王
之
樂
、
其
本
存
於
欣
喜
歡
愛
之
情
、
其
末
見
於
聲
音

c
節
奏
之

文
。
探
本
知
末
者
、
知
其
情
而
能
作
。
即
末
窮
本
者
、
識
其
文
而
能
述
。

周
衰
樂
壊
、
天
下
識
情
文
者
蓋
鮮
矣

d
。
故
夫
知
聲
而
不
知
音
者
有
之
、

知
音
而
不
知
樂
者
有
之
。
亦
孰

e
知
夫
樂
與
音
相
近
而
不
同
邪
。
蓋
齊
王

所
問
者
樂
、
所
好

f
者
音
。
不
悦
先
王
之
樂
以
樂
民
、
直
悦
世
俗
之
樂
以

樂
身
而
已
。
尚
何
異
魏
文
倦
於
聽
古
樂
、
晉
平
樂
於
聽
新
聲
哉
。
此
孟
子

所
以
有
今
樂
猶
古
樂
之
説
、
庶
乎
王
知
反
本
也
。
今
夫
鄭
之
好
濫
、
宋
之

燕
女
、
衛
之
促
數
、
齊
之
敖
辟
、
慢
易
以

g
失
節
流
湎
以
忘
本
。
此
新
樂

之
發
、
世
俗
之
樂
也
。
黄
帝
之
大
咸
、
堯
之
大
章
、
舜
禹
之
韶
夏
、
商
周

之
濩
武
、
其
聲
足
樂
而
不
流
、
其
文
足
論
而
不
息
。
此
古
樂
之
發
、
先
王

之
樂

h
也
。
古
今
之
樂
、
以
本
同
、
以
末
異
。
徇
末
以
忘
本
、
則
古
必
異

今
。
抑
末
以
同
本
、
則
今
亦
猶
古
。
古
之
所
謂
樂
之
本
、
不
過

i
與
民
同

樂
而
已
。
誠
能
因
今
樂

j
與
民
同
樂
、
是
亦
古
樂
之
實
也
。
觀
齊
王
悦
南

郭
之
吹
竽
、
廩
食
以
數
百
人
。
喜
鄒
忌
之
鼓
琴
、
卒
授
之
國
政
。
彼
其
好

世
俗
之
樂
、
徇
末
忘
本
如
此
。
又
孰
知
與
人
與
衆
以
反
樂
之
本
乎
。
此
韓

子
所
以
有
與
衆
之
説
、
晏
子
所
以
有
獨
樂
之
戒
也
。
孟
子
以
齊
王
不
能
同

樂
於
民
、
故
語
之
以
今
樂
猶
古
。
所
以
引
而
進
之
也
。
子
夏
以
文
侯
好
音

而
不
知
樂
、
故
對
之
以
今
樂
異
古
。
所
以
抑
而
攻
之
也
。

［
校
勘
］

a　
「
梁
惠
王
下
」　

諸
本
な
し
。
四
字
補
っ
た
。
前
章
の
「
校
勘c

」
を

参
照
。

b　
「
王
曰
」　

底
本
「
曰
」
な
し
。
他
本
い
ず
れ
も
有
り
。
ま
た
現
行

『
孟
子
』
も
「
曰
」
有
り
。『
樂
書
正
誤
』
も
「
王
字
下
添
入
曰
字
」
と
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す
る
。
よ
っ
て
補
っ
た
。

c　
「
聲
音
」　

四
庫
全
書
本
「
聲
容
」
に
作
る
。

d　
「
鮮
矣
」　

四
庫
全
書
本
「
矣
」
な
し
。

e　
「
亦
孰
」　

四
庫
全
書
本
「
亦
烏
」
に
作
る
。

f　
「
所
好
」　

方
濬
師
本
「
所
知
」
に
作
る
。

g　
「
慢
易
以
」　

四
庫
全
書
本
「
四
者
皆
」
に
作
る
。

h　
「
先
王
之
樂
」　

四
庫
全
書
本
「
先
王
之
變
」
に
作
る
。

i　
「
不
過
」　

方
濬
師
本
「
不
可
」
に
作
る
。

j　
「
今
樂
」　

底
本
「
今
之
」
に
作
る
。
通
じ
に
く
い
。
他
本
い
ず
れ
も

「
今
樂
」
に
作
る
の
に
よ
っ
て
改
め
た
。

［
訳
］莊

暴
、
孟
子
に
見
え
て
曰
く
、「
暴
、
王
に
見
ゆ
。
王
、
暴
に
語
る
に
樂

�

を
好
む
を
以
て
す
。
暴
、
未
だ
以
て
對
ふ
る
有
ら
ざ
る
な
り
。
曰
く
、
樂
を

好
む
こ
と
何
如
」
と
。
孟
子
、
曰
く
、「
王
の
樂
を
好
む
こ
と
甚
だ
し
け
れ

ば
則
ち
齊
國
其
れ
ち
か
か
ら
ん
か
」
と
。
他
日
、
王
に
見
え
て
曰
く
、「
王
、

嘗
て
莊
子
に
語
る
に
樂
を
好
む
を
以
て
す
と
。
こ
れ
有
る
か
」
と
。
王
、
色

を
變
じ
て
曰
く
、「
寡
人
は
能
く
先
王
の
樂
を
好
む
に
非
ざ
る
な
り
。
直
だ

世
俗
の
樂
を
好
む
の
み
」
と
。
曰
く
、「
王
の
樂
を
好
む
こ
と
甚
だ
し
け
れ

ば
則
ち
齊
國
其
れ
ち
か
か
ら
ん
か
。
今
の
樂
は
な
ほ
古
の
樂
の
ご
と
き
な

り
」
と
。
曰
く
、「
聞
く
を
得
べ
き
か
」
と
。
曰
く
、「
獨
り
樂
を
樂
し
む

と
、
人
と
樂
を
樂
し
む
と
、
い
づ
れ
か
樂
し
き
」
と
。
曰
く
、「
人
と
と
も

に
す
る
に
は
若
か
ず
」
と
。
少
と
樂
を
樂
し
む
と
、
衆
と
樂
を
樂
し
む
と
、

い
づ
れ
か
樂
し
き
」
と
。
曰
く
、「
衆
と
と
も
に
す
る
に
は
若
か
ず
」
と
。

先
王
の
音
楽
は
、
そ
の
根
本
（
理
念
）
は
欣
喜
歓
愛
の
感
情
に
あ
り
、
そ

の
末
端
（
現
象
）
は
音
の
響
き
や
リ
ズ
ム
の
装
飾
に
現
れ
る
。
根
本
理
念
を

探
求
す
る
こ
と
か
ら
実
際
の
音
楽
を
知
る
者
は
、
音
楽
の
実
質
を
理
解
し
て

創
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
音
楽
の
実
際
の
装
飾
を
観
察
す
る
こ
と
を
通
し

て
根
本
を
理
解
す
る
に
至
る
者
は
、
音
楽
の
装
飾
を
わ
き
ま
え
て
そ
れ
を
述

べ
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

周
王
朝
が
衰
微
し
て
音
楽
が
崩
壊
す
る
と
、
天
下
に
は
音
楽
の
本
質
や
装

飾
を
理
解
す
る
者
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
声
」
を
理
解
し
て
も

「
音
」
を
理
解
で
き
な
い
者
が
現
れ
た
し
、「
音
」
は
理
解
で
き
て
も
「
楽
」

を
理
解
で
き
な
い
者
が
現
れ
た
。
ま
し
て
「
夫
れ
樂
は
、
音
と
相
ひ
近
く
し

て
而
も
同
じ
か
ら
ず
（「
楽
」
は
「
音
」
と
似
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
同

じ
も
の
で
は
な
い
）

�
」
と
い
う
こ
と
を
だ
れ
が
わ
き
ま
え
て
い
た
だ
ろ

う
。
齊
王
が
孟
子
に
質
問
し
た
の
は
「（
先
王
の
）
楽
」
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
齊
王
が
実
際
に
愛
好
し
た
の
は
「（
世
俗
の
）
音
」
で
あ
る
。
齊
王
は
、

先
王
の
音
楽
を
愛
好
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
民
衆
を
も
楽
し
ま
せ
る
と
い
う
こ

と
を
せ
ず
、
も
っ
ぱ
ら
世
俗
の
音
楽
を
好
ん
で
自
分
自
身
の
心
を
喜
ば
せ
た

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
魏
の
文
侯
が
古
楽
を
聞
い
て
退
屈
し
た
こ
と

�

や
、
晉
の
平
公
が
新
奇
な
音
楽
を
聴
く
の
を
楽
し
ん
だ

4
の
と
違
い
が
あ
ろ

う
か
。〔
世
俗
の
音
楽
を
愛
好
す
る
こ
と
は
、
本
来
、
王
者
が
慎
む
べ
き
こ

と
な
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
〕
こ
こ
で
孟
子
が
「
今
風
の
音
楽
も
昔
の

音
楽
も
同
様
だ
」
と
述
べ
た
そ
の
わ
け
は
、
齊
王
が
根
本
に
立
ち
返
る
こ
と
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を
願
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
。

さ
て
、
鄭
の
音
楽
は
心
を
か
き
乱
し
、
宋
の
音
楽
は
女
色
に
耽
溺
し
、
衛

の
音
楽
は
心
を
慌
た
だ
し
く
さ
せ
、
齊
の
音
楽
は
心
を
昂
ら
せ
る

5
。
ま

た
、
ゆ
っ
た
り
し
す
ぎ
て
節
度
を
失
い
、
流
麗
に
す
ぎ
て
根
本
か
ら
は
ず
れ

て
し
ま
う

�
。
こ
れ
が
新
楽
の
あ
り
よ
う
で
、
世
俗
の
音
楽
で
あ
る
。
黄
帝

の
大
咸
、
堯
の
大
章
、
舜
の
韶
、
禹
の
夏
、
商
の
濩
、
周
の
武

�
は
、
そ
の

響
き
は
楽
し
く
と
も
度
を
超
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
装
飾
は
論
じ
る
こ
と

は
で
き
て
も
論
じ
尽
く
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
古
楽
の
あ
り
よ
う

で
、
先
王
の
楽
で
あ
る
。
古
今
の
音
楽
は
根
本
は
同
じ
で
あ
る
が
、
末
端
の

現
象
に
お
い
て
は
異
な
っ
て
い
る
。
末
端
に
と
ら
わ
れ
て
本
質
を
忘
れ
る
な

ら
、
昔
の
楽
は
今
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
別
物
で
あ
る
。
末
端
の
相
違
を
ふ

ま
え
て
同
じ
本
質
を
も
と
め
る
な
ら
、
今
の
音
楽
も
昔
の
楽
と
同
じ
で
あ

る
。
昔
の
楽
の
根
本
は
な
に
か
と
い
う
と
、
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ

と
に
尽
き
る
の
で
あ
る
。
か
り
に
、
今
の
新
し
い
音
楽
に
よ
っ
て
民
衆
と

い
っ
し
ょ
に
そ
れ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
こ
れ
も
ま
た
古
楽
の
本

来
の
あ
り
か
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

齊
王
が
南
郭
の
人
々
が
竽
を
演
奏
す
る
の
を
愛
好
し
た
た
め
俸
禄
米
を
も

ら
う
者
が
数
百
人
も
い
た
こ
と

�
や
、
鄒
忌
の
琴
の
演
奏
を
気
に
入
っ
て
つ

い
に
国
政
を
委
ね
た
こ
と

9
を
み
よ
。
世
俗
の
音
楽
を
愛
好
し
、
末
端
に
と

ら
わ
れ
て
本
質
を
忘
れ
る
あ
り
さ
ま
は
こ
の
よ
う
に
ひ
ど
い
も
の
で
あ
る
。

音
楽
を
他
の
人
々
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ
と

で
、
楽
の
根
本
理
念
に
立
ち
返
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

韓
子
が
衆
と
と
も
に
す
る
こ
と

�0
を
説
き
、
晏
子
が
一
人
で
楽
し
む
こ
と
を

戒
め
た

��
の
は
こ
う
い
う
わ
け
で
あ
る
。

孟
子
は
、
齊
王
が
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を

問
題
だ
と
考
え
て
「
今
の
音
楽
も
昔
の
楽
と
同
じ
」
と
い
う
言
い
か
た
を
し

た
。〔
齊
王
が
世
俗
の
音
楽
を
愛
好
す
る
こ
と
を
し
ば
ら
く
容
認
し
、
楽
し

み
を
民
衆
と
分
か
ち
合
う
よ
う
に
〕
励
ま
し
て
導
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

子
夏
は
魏
の
文
侯
が
〈
音
〉
と
愛
好
す
る
だ
け
で
〈
楽
〉
を
理
解
し
な
い
こ

と
が
問
題
だ
と
考
え
て
「
今
の
音
楽
は
昔
の
楽
と
は
別
物
だ
」
と
い
う
言
い

か
た
を
し
た
。〔
文
侯
の
誤
っ
た
認
識
を
〕
退
け
て
非
難
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
る
。

［
注
］�　

こ
の
章
に
頻
出
す
る
「
楽
（
樂
）」
字
を
「
音
楽
」
と
す
る
か
「
悦

楽
」
と
す
る
か
、
古
来
二
説
が
あ
る
（
小
林
勝
人
『
孟
子
』〈
岩
波
文

庫
〉
の
解
説
に
詳
し
い
）。「
訓
義
」
は
、
趙
岐
の
注
や
孫
奭
の
疏
な
ど

の
多
く
の
注
解
と
同
じ
く
「
音
楽
」
の
「
楽
」
と
解
し
て
い
る
。
な
お

「
十
三
經
注
疏
」
所
収
の
「
孟
子
正
義
」
は
孫
奭
に
偽
託
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
以
下
の
論
述
で
は
こ
れ
を
便
宜
上
「
孫
疏
」「
孫
奭
の
正

義
」
な
ど
と
称
す
る
。

�　
『
禮
記
』（
樂
記
）
に
見
え
る
子
夏
の
言
。「
正
装
し
て
古
楽
を
聞
く

と
眠
く
な
る
が
流
行
の
音
楽
を
聞
く
と
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
違

い
は
い
っ
た
い
何
か
」
と
い
う
魏
の
文
侯
の
問
い
に
答
え
た
こ
と
ば
の

一
部
。「
今
君
之
所
問
者
樂
也
、
所
好
者
音
也
、
夫
樂
與
音
相
近
而
不

同
」
と
あ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
も
同
じ
。
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陳暘孟子訓義校釈（一）

�　
『
禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。
注�

を
参
照
。

4　
『
韓
非
子
』（
十
過
）
に
見
え
る
説
話
。
晉
の
平
公
が
楽
師
の
師
曠
に

禁
断
の
秘
曲
の
演
奏
を
無
理
強
い
し
、
そ
の
結
果
、
暴
風
雨
に
襲
わ

れ
、
晉
国
は
三
年
間
の
大
旱
魃
に
苦
し
み
、
平
公
も
重
病
を
わ
ず
ら
っ

た
と
い
う
。

5　
『
禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。
注�

に
同
じ
く
、
魏
文
侯
と
子
夏
の

問
答
に
見
え
る
子
夏
の
こ
と
ば
で
、「
鄭
音
好
濫
淫
志
、
宋
音
燕
女
溺

志
、
衛
音
趨
數
煩
志
、
齊
音
敖
辟
喬
志
」
と
あ
る
。

�　
『
禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。
世
が
乱
れ
る
と
そ
れ
に
呼
応
し
て
礼
楽

も
乱
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
箇
所
。「
是
故
其
聲
哀
而
不
莊
、
樂
而
不
安
、

慢
易
以
犯
節
、
流
湎
以
忘
本
」
と
あ
る
。

�　

先
王
の
楽
曲
名
称
に
は
異
説
が
多
い
。『
周
禮
』（
春
官
・
大
司
樂
）

の
「
以
樂
舞
教
國
子
、
舞
雲
門
、
大
巻
、
大
咸
、
大
㲈
、
大
夏
、
大

濩
、
大
武
」
に
対
す
る
陳
暘
の
注
解
（『
樂
書
』
巻
第
四
十
）、
お
よ
び

『
禮
記
』（
樂
記
）
の
「
大
章
、
章
之
也
」
に
対
す
る
注
解
（『
樂
書
』

巻
第
十
五
）
よ
る
と
、
雲
門
、
大
巻
は
い
ず
れ
も
堯
の
楽
で
、
大
章
は

そ
の
別
称
で
あ
る
。
ま
た
大
咸
は
黄
帝
、
大
㲈
（
韶
）
は
舜
、
大
夏
は

禹
、
大
濩
は
殷
湯
王
、
大
武
は
周
武
王
の
楽
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
る
。

�　
『
韓
非
子
』（
内
儲
説
上
）
に
見
え
る
話
。
齊
の
宣
王
は
竽
の
大
合
奏

を
聞
く
の
を
愛
好
し
、
い
つ
も
三
百
人
の
奏
者
を
集
め
て
演
奏
さ
せ
て

い
た
。
城
郭
の
南
に
住
む
者
は
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
を
願
い
出
て
、
喜

ん
だ
宣
王
は
数
百
人
の
者
に
俸
給
を
与
え
た
と
い
う
。

9　
『
史
記
』（
田
敬
仲
完
世
家
）
に
見
え
る
話
。
鄒
忌
は
琴
の
名
手
と
し

て
齊
の
威
王
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
が
、
こ
と
ば
巧
み
に
音
楽
と
政
道
の

関
係
を
説
き
、
三
月
で
宰
相
の
地
位
を
得
た
と
い
う
。

�0　

韓
愈
「
上
巳
日
燕
太
學
聽
彈
琴
詩
序
」
に
見
え
る
。
冒
頭
に
「
與
衆

樂
之
之
謂
樂
、
樂
而
不
失
其
正
、
又
樂
之
尤
也
（
衆
と
こ
れ
を
楽
し
む

こ
と
、
こ
れ
を
「
楽
」
と
い
う
。
楽
し
ん
で
も
正
し
さ
を
失
わ
な
い
こ

と
、
こ
れ
が
最
上
の
楽
だ
）」
と
あ
る
。

��　
『
晏
子
春
秋
』（
内
篇
雜
上
）
に
見
え
る
。
晏
子
が
景
公
を
私
邸
に
招

く
こ
と
に
な
り
、
晏
子
の
家
老
が
酒
器
を
新
調
す
る
費
用
を
捻
出
す
る

た
め
に
新
た
に
税
を
設
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
晏
子
が
「
楽
し
み
と

は
上
下
と
も
に
楽
し
む
べ
き
も
の
だ
」
と
説
き
、「
今
上
樂
其
樂
、
下

傷
其
費
。
是
獨
樂
者
也
（
と
こ
ろ
が
我
が
君
が
自
分
の
楽
し
み
を
求

め
、
下
々
は
そ
の
出
費
に
苦
し
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ひ
と
り
だ
け

の
楽
し
み
で
あ
る
）」
と
戒
め
た
と
い
う
。

［
補
説
］古

楽
（
先
王
の
楽
）
と
新
声
（「
鄭
衛
の
音
」
に
代
表
さ
れ
る
新
興
の

世
俗
曲
）
の
峻
別
は
、
孔
子
以
来
の
儒
家
の
定
論
で
あ
る
た
め
、
こ
の
条

の
「
今
の
樂
は
猶
ほ
古
の
樂
の
ご
と
し
」
と
い
う
孟
子
の
発
言
は
一
見
そ

れ
に
矛
盾
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
趙
岐
は
「
謂
大
要
與
民
同
樂
、
古
今
何

異
也
（
重
要
な
こ
と
は
民
衆
と
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
む
な
ら
古
楽
と
今
楽

に
違
い
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
）」
と
し
、
孫
奭
の
「
正
義
」
も
「
今
之

樂
亦
若
古
之
聖
王
之
樂
也
、
但
其
要
在
能
與
民
同
聽
樂
爲
樂
耳
（
今
の
音

楽
も
昔
の
聖
王
の
音
楽
と
同
じ
で
、
重
要
な
こ
と
は
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
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音
楽
を
聞
く
こ
と
を
自
分
の
楽
し
み
と
す
る
こ
と
に
あ
る
）」
と
い
う
。

ま
た
陳
暘
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
楊
時
は
「
音
楽
は
天
地
の
和
で
あ
り
、
楽
は

和
を
本
質
と
す
る
。
人
が
和
で
あ
れ
ば
気
が
和
し
、
気
が
和
す
る
と
天
地

の
気
が
そ
れ
に
応
じ
る
の
で
あ
る
。
も
し
人
々
に
鐘
鼓
管
絃
を
聞
か
せ
て

も
彼
ら
が
頭
を
か
か
え
て
顔
を
し
か
め
る
な
ら
、
昔
の
聖
王
の
楽
を
演
奏

し
た
と
こ
ろ
で
政
治
に
と
っ
て
な
ん
の
益
も
な
い
。
だ
か
ら
孟
子
は
こ
の

よ
う
な
言
い
か
た
を
し
て
、
ま
ず
は
政
道
の
根
本
に
立
ち
返
ら
せ
よ
う
と

し
た
の
だ
」（
朱
熹
『
孟
子
精
義
』
引
く
）
と
す
る
。「
訓
義
」
の
「
庶
乎

王
知
反
本
也
（
王
の
本
に
反
る
を
知
る
を
こ
ひ
ね
が
ふ
な
り
）」
と
同
じ

趣
旨
で
あ
る
。

南
郭
の
竽
と
鄒
忌
の
琴
の
故
事
を
並
べ
て
引
く
の
は
、
孫
奭
に
よ
っ
た

も
の
か
。「
齊
王
悦
南
郭
先
生
吹
竽
、
廩
食
以
數
百
人
、
喜
鄒
忌
鼓
琴
、

卒
授
之
國
政
、
是
安
知
與
衆
樂
樂
邪
」
と
あ
り
、「
訓
義
」
は
ほ
と
ん
ど

こ
れ
に
類
す
。

臣
請
爲
王
言
樂
、
今
王
鼓
樂
於
此
、
百
姓
聞
王
鐘
鼓
之
聲
管
籥
之
音
、
舉

疾
首
蹙
頞
而
相
告
、
曰
、
吾
王
之
好
鼓
樂
、
夫
何
使
我
至
於
此
極
也
、
父
子

不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
。
今
王
田
獵
於
此
、
百
姓
聞
王
車
馬
之
音
、
見
羽

旄
之
美
、
舉
疾
首
蹙
頞
而
相
告

a
曰
、
吾
王
之
好
田
獵
、
夫
何
使
我
至
於
此

極
也
、
父
子
不
相
見
、
兄
弟
妻
子
離
散
。
此
無
他
、
不
與
民
同
樂
也
。
今
王

鼓
樂
於
此
、
百
姓
聞
王
鐘
鼓
之
聲
管
籥
之
音
、
舉
欣
欣
然
有
喜
色
而
相
告

曰
、
吾
王
庶
幾
無
疾
病
與
、
何
以
能
鼓
樂
也
、
今
王
田
獵
於
此
、
百
姓
聞
王

車
馬
之
音
、
見
羽
旄
之
美
、
舉
欣
欣
然
有
喜
色
而
相
告
曰
、
吾
王
庶
幾
無
疾

病
與
、
何
以
能
田
獵
也
。
此
無
他
、
與
民
同
樂
也
。
今
王
與
百
姓
同
樂
、
則

王
矣
。鐘

以
止
爲
體
、
鼓
以
作
爲
用
。
故
凡
作
樂
皆
曰
鼓
樂
焉
。
鼓
樂
所
用
多

矣
、
獨
言
鐘
鼓
管
籥
、
田
獵
所
用
多
矣
、
獨
言
車
馬
羽
旄
。
蓋
鼓
樂
雖
不

在
鐘
鼓
管
籥
、
然
非
鐘
鼓
管
籥
、
無
以
示
與
民
同
樂
於
内
之
意
也
。
田
獵

雖
不
在
車
馬
羽
旄
、
然
非
車
馬
羽
旄
、
無
以
示
與
民
同
樂
於
外
之
意
也
。

周
官
、
田
僕
馭
田
路
以
田
、
巾
車
建
大
麾
以
田
。
則
所
謂
車
馬
、
即
田
路

也
、
羽
旄
即
大
麾
也
。

鼓
樂
一
也
、
在
文
王
則
靈
臺
以
爲
樂
、
在
幽
王
則
鼓
鐘
以
爲
憂
。
此
無

它
、
樂
於
内
者
、
與
民
同
不
同
故
也
。
田
獵
一
也
、
在
秦
襄
則
駟
鐵
以
爲

美
、
在
齊
襄
則
盧
令
以
爲
苦
。
此
無
它
、
樂
於
外
者
、
與
民
同
不
同
故

也
。
今
王
鼓
樂
田
獵
於
此
、
使
民
有
瘁
瘁
之
苦
、
無
欣
欣
之
樂
、
天
性
之

父
母
至
於
不
相
見
、
天
倫
之
兄
弟
天
情
之
妻
子
至
於
離
散
。
焉
有
王
者
在

上
、
使
民
至
於
此
極
也
。
孟
子
并
與
兩
端
論
之
。
誠
欲
其
審
去
取
、
與
民

同
樂
而
已
。
與
援
文
王
與
桀
之
事
、
勸
戒
梁
王
同
意
。

觀
宣
王
社
山
之
獵
、
父
老
有
至
、
蠲
租
役
之
賜
。
孟
子
反
謂
不
與
民
同

樂
者
、
社
山
之
獵
所
賜
、
不
過
父
老
、
是
與
寡
不
與
衆
。
雖
謂
不
與
民
同

樂
、
可
也
。

鐘
鼓
言
聲
、
管
籥
車
馬
言
音
者
、
單
出
謂
之
聲
、
雜
比
謂
之
音
。
鐘
鼓

以
節
樂
、
其
聲
則
單
出
而
已
。
故
言
聲
。
管
籥
以
和
樂
、
其
聲
則
相
應
而

雜
比
。
故
言
音
。
然
車
馬
亦
言
音
者
、
升
車
則
馬
動
、
馬
動
則
鸞
鳴
、
鸞
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鳴
則
和
應
故
也
。
析
而
言
之
、
聲
與
音
異
。
通
而
言
之
、
聲
音
一
也
。
故

此
言
管
籥
之
音
、
詩
言
嘒
嘒
管
聲
。

自
事
言
之
、
聲
音
足
以
樂
人
之
内
、
田
獵
足
以
悦
人
之
外
。
自
道
言

之
、
五
音
適
以
聾
人
之
耳
、
田
獵
適
以
狂
人
之
心
也
。

樂
書
巻
第
九
十
一

b

［
校
勘
］

a　

底
本
を
除
き
、「
相
告
」
以
下
が
欠
落
し
て
い
る
。
欠
落
は
底
本
の

第
二
葉
、
第
三
葉
に
あ
た
る
。
四
庫
全
書
本
に
は
「
闕
」
の
注
記
が
あ

る
。

b　
「
樂
書
巻
第
九
十
一
」　

国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
樂
書
巻
第
九
十
一

終
」、
四
庫
全
書
本
「
樂
書
巻
九
十
一
」、
方
濬
師
本
「
樂
書
巻
九
十
一

終
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

［
訳
］臣

、
王
の
た
め
に
樂
を
言
は
ん
こ
と
を
請
ふ
。
今
、
王
の
樂
を
此
に
鼓
す

に
、
百
姓
、
王
の
鐘
鼓
の
聲
と
管
籥
の
音
を
聞
き
、
み
な
首
を
疾
め
頞
を
し

か
め
て
相
ひ
告
げ
て
曰
く
、
吾
が
王
の
樂
を
鼓
す
る
を
好
む
こ
と
、
夫
れ
何

ぞ
我
を
し
て
此
の
極
に
至
ら
し
む
る
や
、
父
子
相
ひ
見
ず
、
兄
弟
妻
子
離
散

す
、
と
。
今
、
王
の
此
に
田
獵
す
る
に
、
百
姓
、
王
の
車
馬
の
音
を
聞
き
、

羽
旄
の
美
を
見
、
み
な
首
を
疾
め
頞
を
し
か
め
て
曰
く
、
吾
が
王
の
田
獵
を

好
む
こ
と
、
夫
れ
何
ぞ
我
を
し
て
此
の
極
に
至
ら
し
む
る
や
、
父
子
相
ひ
見

ず
、
兄
弟
妻
子
離
散
す
、
と
。
此
れ
他
無
し
、
民
と
樂
し
み
を
同
じ
く
せ
ざ

れ
ば
な
り
。
今
、
王
の
樂
を
此
に
鼓
す
に
、
百
姓
、
王
の
鐘
鼓
の
聲
と
管
籥

の
音
を
聞
き
、
み
な
欣
欣
然
と
し
て
喜
色
あ
り
て
相
ひ
告
げ
て
曰
く
、
吾

が
王
、
疾
病
無
き
に
ち
か
か
ら
ん
か
、
何
を
以
て
能
く
樂
を
鼓
せ
ん
や
と
。

今
、
王
の
此
に
田
獵
す
る
に
、
百
姓
、
王
の
車
馬
の
音
を
聞
き
、
羽
旄
の
美

を
見
、
み
な
欣
欣
然
と
し
て
喜
色
あ
り
て
相
ひ
告
げ
て
曰
く
、
吾
が
王
、
疾

病
無
き
に
ち
か
か
ら
ん
か
、
何
を
以
て
能
く
田
獵
せ
ん
や
と
。
此
れ
他
無

し
、
民
と
樂
し
み
を
同
じ
く
す
れ
ば
な
り
。
今
、
王
、
百
姓
と
樂
し
み
を
同

じ
く
す
れ
ば
、
則
ち
王
た
ら
ん
。

鐘
は
〈
止
ま
る
〉
を
〈
体
〉
と
し
、
鼓
は
〈
作
こ
る
〉
を
〈
用
〉
と
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
音
楽
を
演
奏
す
る
す
る
こ
と
を
「
楽
を
鼓
す
」
と
い
う
の

だ
�
。
音
楽
の
演
奏
に
使
う
楽
器
は
多
い
の
に
こ
こ
で
は
鐘
・
鼓
・
管
・
籥

だ
け
に
触
れ
て
お
り
、
狩
猟
を
す
る
の
に
使
う
器
物
は
多
い
の
に
、
こ
こ
で

は
車
・
馬
・
羽
・
旄
に
だ
け
触
れ
て
い
る
。
音
楽
の
演
奏
は
鐘
・
鼓
・
管
・

籥
と
い
っ
た
楽
器
自
体
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
楽
器
に
よ
ら

な
く
て
は
王
が
心
の
中
で

�
民
衆
と
楽
し
み
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
狩
猟
は
車
・
馬
・
羽
・
旄
と
い
っ
た
道
具
自
体
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
道
具
に
よ
ら
な
く
て
は
王
が
体
で
民
衆
と

楽
し
み
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。『
周
官
』
に
は

「
田
僕
の
官
は
田
路
を
馭
し
て
田
す

�
」「
巾
車
の
官
は
大
麾
を
建
て
て
田

す
4
」
と
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、『
孟
子
』
の
「
車
馬
」
は
「
田
路
」
の

こ
と
で
あ
り
、「
羽
・
旄
」
は
「
大
麾
」
の
こ
と
で
あ
る
。
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音
楽
の
演
奏
と
し
て
は
同
じ
な
の
に
、
文
王
だ
と
「
靈
臺

5
」
の
詩
に

よ
っ
て
喜
ば
れ
、
幽
王
だ
と
「
鼓
鐘

�
」
の
詩
に
よ
っ
て
悲
嘆
さ
れ
た
。
そ

の
理
由
は
ほ
か
で
も
な
い
、
心
の
中
で
音
楽
を
楽
し
む
の
に
民
衆
と
そ
の
楽

し
み
を
分
か
ち
合
っ
た
か
合
わ
な
か
っ
た
か
の
違
い
に
よ
る
の
だ
。
狩
猟

の
儀
式
と
し
て
は
同
じ
な
の
に
、
秦
の
襄
公
だ
と
「
駟
鐵

�
」
の
詩
に
よ
っ

て
褒
め
ら
れ
、
齊
の
襄
公
だ
と
「
盧
令

�
」
の
詩
に
よ
っ
て
そ
の
苦
痛
を
訴

え
ら
れ
た
。
そ
の
理
由
は
ほ
か
で
も
な
い
、
野
外
活
動
で
狩
猟
を
楽
し
む
の

に
民
衆
と
そ
の
楽
し
み
を
分
か
ち
合
っ
た
か
合
わ
な
か
っ
た
か
の
違
い
に
よ

る
の
だ
。
今
も
し
齊
の
宣
王
が
音
楽
と
狩
猟
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
民
衆
に

「
瘁
瘁
の
苦
し
み
」
を
与
え
「
欣
欣
の
楽
し
み
」
を
奪
い

9
、
天
性
の
結
び

つ
き
で
あ
る
父
母
に
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、
天
倫
の
関
係
で
あ
る
兄
弟
や
天

情
の
縁
で
あ
る
妻
子
と
離
散
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
い
っ
た
い
ど
う
し

て
王
者
が
国
を
統
治
し
て
い
な
が
ら
民
衆
を
こ
の
よ
う
な
困
苦
に
陥
ら
せ
て

し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
孟
子
は
両
極
端
の
例
を
示
し
て
説
明
し

�0
、
民
衆
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
道
を
選
択
す
る
こ
と
を
齊
王
に
理
解
し
て
ほ
し
い
と
心

か
ら
願
っ
た
の
で
あ
る
。
文
王
と
桀
の
事
例
を
引
き
合
い
に
し
て
梁
王
を
戒

め
た

��
の
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

齊
の
宣
王
が
社
山
で
狩
猟
を
し
た
時
の
故
事
を
見
る
と
、
父
老
が
あ
い
さ

つ
に
や
っ
て
来
た
の
で
宣
王
は
彼
ら
の
租
税
と
徭
役
を
減
免
し
て
や
っ

た
��
。〔
こ
の
よ
う
に
宣
王
に
も
民
衆
を
思
い
や
る
行
為
が
あ
っ
た
〕
に
も

か
か
わ
ら
ず
孟
子
が
「
民
と
楽
し
み
を
と
も
に
し
て
い
な
い
」
と
評
し
た
の

は
な
ぜ
か
。
社
山
の
狩
猟
の
時
は
、
恩
寵
を
施
し
た
対
象
が
わ
ず
か
の
父
老

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
少
数
の
者
と
と
も
に
楽
し
む
が
、
多
数
と
は

楽
し
み
を
共
有
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。「
民
と
楽
し
み
を
と
も
に
せ

ず
」
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

鐘
鼓
に
対
し
て
「
声
」
と
い
い
、
管
籥
と
車
馬
に
は
「
音
」
と
い
っ
て
区

別
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
単
独
で
発
す
る
の
を
「
声
」
と
呼
び
、
他
の
音

と
い
っ
し
ょ
に
鳴
り
響
く
の
を
「
音
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る

��
。
鐘
鼓
に
よ
っ

て
音
楽
に
節
目
を
付
け
る
の
で
、
鐘
鼓
の
音
は
単
独
で
鳴
ら
さ
れ
る
。
よ
っ

て
「
声
」
と
呼
ぶ
の
だ
。
管
籥
に
よ
っ
て
音
楽
に
和
声
を
加
え
る
の
で
、
そ

の
音
は
複
数
が
互
い
に
響
き
う
。
よ
っ
て
「
音
」
と
呼
ぶ
の
だ
。
そ
れ
で

は
、
車
馬
に
つ
い
て
も
「
音
」
と
言
っ
て
い
る
（「
百
姓
、
王
の
車
馬
の
音

を
聞
く
」）
の
は
な
ぜ
か
。
車
に
乗
ろ
う
と
す
る
と
馬
が
動
き
、
馬
が
動
け

ば
鸞
と
い
う
鈴
が
鳴
り
、
鸞
が
鳴
れ
ば
和
と
い
う
鈴
が
そ
れ
に
応
じ
る
〔
つ

ま
り
二
種
の
鈴
が
鳴
り
響
く
〕
か
ら
だ

�4
。
区
別
し
て
い
う
な
ら
「
声
」
と

「
音
」
は
異
な
る
が
、
一
括
し
て
い
う
な
ら
「
声
」
と
「
音
」
は
同
じ
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
孟
子
』
で
は
「
管
籥
の
〈
音
〉」
と
す
る
が
、『
詩
』

に
は
「
嘒
嘒
た
る
管
〈
声
〉

�5
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

現
実
の
世
の
事
に
即
し
て
考
え
る
と
、
音
楽
の
響
き
は
人
の
心
情
を
満
足

さ
せ
る
し
、
狩
猟
は
人
の
身
体
活
動
を
満
足
さ
せ
る
。
し
か
し
「
道
」
の
観

点
か
ら
考
え
る
と
、
五
音
が
美
し
く
調
和
す
る
と
人
の
聴
覚
を
だ
め
に
し
て

し
ま
う
し
、
狩
猟
が
う
ま
く
い
く
と
人
の
心
を
狂
わ
せ
て
し
ま
う

��
。

（
樂
書
巻
第
九
十
一
）

［
注
］�　

音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
を
「
鼓
樂
」
と
称
す
る
こ
と
に
対
す
る
解
釈
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で
あ
る
。
趙
岐
の
注
に
は
「
鼓
樂
者
、
樂
以
鼓
爲
節
也
（
演
奏
す
る
こ

と
を
〈
鼓
樂
〉
と
呼
ぶ
の
は
、
音
楽
は
鼓
に
よ
っ
て
拍
を
整
え
る
か
ら

だ
）」
と
あ
る
。「
訓
義
」
の
解
釈
は
こ
れ
に
異
な
る
。「
周
禮
訓
義
」

（『
樂
書
』
巻
第
五
十
「
鐘
師
」）
に
も
「
鐘
以
止
聚
爲
義
、
先
儒
謂
鐘

之
爲
言
動
也
、
疎
矣
（
鐘
は
終
息
す
る
こ
と
を
本
義
と
す
る
。
先
儒

〈『
白
虎
通
徳
論
』
禮
樂
〉
が
〈
鐘
と
は
動
く
と
い
う
こ
と
〉
と
説
く
の

は
お
か
し
い
）」
と
、「
鐘
」
を
「
止
」
や
「
聚
」
の
義
で
解
し
て
い

る
。「
鼓
」
を
「
作
」
で
解
釈
す
る
の
は
こ
れ
と
対
を
な
す
。「
訓
義
」

と
類
似
の
注
解
は
『
孟
子
』
の
孫
奭
の
「
疏
」
に
見
も
え
る
。「
云
鼓

樂
者
、
蓋
鍾
以
止
爲
體
、
鼓
以
作
爲
用
、
故
凡
作
樂
所
以
謂
之
鼓
樂

也
」
と
あ
り
、「
訓
義
」
に
酷
似
す
る
。

�　
「
於
内
」
を
心
の
中
（
音
楽
の
楽
し
み
）
と
し
、
つ
づ
く
「
於
外
」

は
身
体
活
動
（
狩
猟
の
楽
し
み
）
を
指
す
と
考
え
た
。
屋
内
・
屋
外

（
あ
る
い
は
朝
廷
の
内
外
）
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
下
文
に
音

楽
に
つ
い
て
「
樂
人
之
内
（
人
の
内
を
樂
し
ま
し
む
）」、
狩
猟
に
つ
い

て
「
悦
人
之
外
（
人
の
外
を
悦
ば
し
む
）」
と
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ

の
「
内
外
」
も
そ
れ
に
従
っ
た
。

�　
『
周
禮
』（
夏
官
・
田
僕
）
に
「
田
僕
、
掌
馭
田
路
、
以
田
以
鄙
」
と

あ
る
。「
田
路
」
と
は
王
の
乗
る
車
の
種
類
で
、
金
や
革
の
装
飾
を
付

け
な
い
も
の
。

4　
『
周
禮
』（
春
官
・
巾
車
）
に
王
者
の
五
種
の
車
を
述
べ
、
そ
の
中
の

「
木
路
」
に
つ
い
て
、「
建
大
麾
、
以
田
以
封
蕃
國
」
と
い
う
。
鄭
玄
に

よ
る
と
「
木
路
」
と
は
「
夏
官
・
田
僕
」
の
「
田
路
」
で
あ
る
。

5　
「
靈
臺
」
は
『
毛
詩
』
大
雅
・
文
王
之
什
に
属
す
。
文
王
が
「
靈
臺
」

を
創
建
す
る
と
き
、
民
衆
が
自
発
的
に
建
築
に
参
加
し
、
喜
び
の
音
楽

が
奏
で
ら
れ
る
さ
ま
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

�　
「
鼓
鐘
」
は
『
毛
詩
』
小
雅
・
谷
風
之
什
に
属
す
。
毛
傳
は
「
幽
王

が
諸
侯
を
淮
上
に
会
し
、
淫
楽
を
奏
し
て
諸
侯
に
示
し
た
。
賢
者
は

こ
れ
を
憂
え
た
」
と
解
す
る
。
陳
暘
「
毛
詩
訓
義
」（『
樂
書
』
巻
第

六
十
六
）
も
こ
れ
を
襲
い
「
幽
王
が
流
連
の
楽
を
な
し
、
淮
水
の
ほ
と

り
で
鐘
を
鳴
ら
し
、
返
る
の
を
忘
れ
た
こ
と
を
そ
し
る
。
鐘
を
鳴
ら
し

て
み
ず
か
ら
楽
し
む
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
々
に
労
役
を
強
い
て
あ
ら
ゆ

る
楽
器
を
奏
し
た
。
先
王
の
事
績
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
（
蓋
鼓
鐘
之

詩
、
刺
幽
王
爲
流
連
之
樂
、
鼓
作
其
鐘
於
淮
水
之
上
、
樂
而
忘
反
者

也
。
非
特
鼓
鐘
以
自
娯
、
抑
又
伐
鼛
以
勞
人
而
琴
瑟
笙
磬
管
籥
之
樂
、

無
不
備
舉
、
亦
異
乎
先
王
所
爲
而
已
）」
と
解
し
て
い
る
。

�　
「
駟
鐵
」
は
『
毛
詩
』
秦
風
に
属
す
。「
公
の
媚
子
」
が
狩
り
を
す
る

さ
ま
を
詠
ん
で
い
る
。「
序
」
は
「
襄
公
を
ほ
め
る
詩
で
あ
る
。
秦
が

は
じ
め
て
諸
侯
に
列
せ
ら
れ
、
田
狩
の
行
事
と
園
囿
の
楽
し
み
を
お
こ

な
っ
た
（
美
襄
公
也
、
始
命
、
有
田
狩
之
事
、
園
囿
之
樂
）」
と
い
う
。

�　
「
盧
令
」
は
『
毛
詩
』
齊
風
に
属
す
。「
序
」
は
「
荒
を
そ
し
る
詩
。

襄
公
は
狩
猟
を
好
み
、
畢
弋
を
使
い
、
民
事
を
顧
み
な
か
っ
た
た
め
民

衆
は
苦
し
ん
だ
。
往
時
を
歌
っ
て
風
諭
し
た
（
刺
荒
也
、
襄
公
好
田
獵

畢
弋
而
不
脩
民
事
、
百
姓
苦
之
、
故
陳
古
以
風
焉
）」
と
い
う
。

9　
『
莊
子
』（
在
宥
篇
）
に
よ
る
言
い
回
し
。「
昔
、
堯
が
天
下
を
統
治

す
る
と
き
、
天
下
の
人
々
が
欣
欣
と
し
て
自
分
た
ち
の
本
性
を
楽
し
む
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よ
う
に
さ
せ
た
。
こ
れ
は
〈
恬
〉
で
は
な
い
。
桀
が
天
下
を
統
治
す
る

と
き
、
天
下
の
人
々
が
瘁
瘁
と
し
て
自
分
た
ち
の
本
性
を
苦
し
む
よ
う

に
さ
せ
た
。
こ
れ
は
〈
愉
〉
で
は
な
い
（
昔
堯
之
治
天
下
也
、
使
天
下

欣
欣
焉
人
樂
其
性
、
是
不
恬
也
。
桀
之
治
天
下
也
、
使
天
下
瘁
瘁
焉
人

苦
其
性
、
是
不
愉
也
）」
と
あ
る
。
た
だ
『
莊
子
』
は
「
不
恬
（
や
す

ら
か
で
な
い
）」
こ
と
も
「
不
愉
（
た
の
し
く
な
い
）」
こ
と
も
い
ず
れ

も
本
来
の
あ
り
よ
う
か
ら
は
外
れ
て
い
る
（「
夫
不
恬
不
愉
、非
徳
也
」）

と
す
る
。

�0　

原
文
は
「
并
與
兩
端
論
之
」。「
并
舉
兩
端
論
之
」
に
改
め
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。

��　
「
梁
惠
王
章
句
上
」
に
見
え
る
。
邸
内
の
庭
園
で
飼
育
す
る
動
物
を

眺
め
て
梁
の
惠
王
が
「
賢
者
も
こ
の
よ
う
な
も
の
を
楽
し
む
の
だ
ろ
う

か
」
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
孟
子
が
「
賢
者
で
あ
っ
て
こ
そ
こ
の
よ
う
な

楽
し
み
が
あ
る
（
賢
者
而
後
樂
此
）」
と
述
べ
、
文
王
と
桀
の
事
例
を

挙
げ
て
「
む
か
し
の
賢
者
は
み
な
民
衆
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
（
古

之
人
與
民
偕
樂
、
故
能
樂
也
）」
と
説
い
た
。

��　

こ
の
逸
話
は
『
孟
子
』
に
は
な
い
。『
説
苑
』（
善
説
）
に
、「
齊
宣

王
出
獵
於
社
山
」
に
始
ま
る
説
話
が
見
え
る
。
租
役
の
免
除
を
賜
っ
た

父
老
十
三
人
が
宣
王
を
拝
し
た
が
、
閭
邱
先
生
だ
け
は
拝
さ
ず
、
政

教
の
得
失
を
巧
み
に
述
べ
て
宣
王
を
感
服
さ
せ
た
と
い
う
話
。
ま
た
、

嵆
康
「
高
士
傳
」（『
太
平
御
覧
』
巻
第
五
百
九
に
引
く
）、『
金
樓
子
』

（
雜
記
下
篇
）
に
も
見
え
る
。

��　
「
声
」
と
「
音
」
の
定
義
は
鄭
玄
（『
禮
記
』
樂
記
の
冒
頭
の
注
）
に

よ
る
。「
宮
商
角
徴
羽
、
雜
比
曰
音
、
單
出
曰
聲
」
と
あ
る
。『
樂
書
』

巻
第
六
十
一
（
詩
訓
義
）
に
は
「
単
独
で
発
す
る
の
が
〈
声
〉
で
、
複

数
の
音
が
と
も
に
鳴
る
の
が
〈
音
〉
で
あ
る
。
よ
っ
て
孟
子
は
鐘
鼓
に

つ
い
て
は
〈
声
〉
と
称
し
、
管
籥
に
つ
い
て
は
〈
音
〉
と
称
し
て
い
る

（
單
出
爲
聲
、
雜
比
爲
音
、
故
孟
子
於
鐘
鼓
謂
之
聲
、
於
管
籥
謂
之
音

也
）」
と
あ
り
、
こ
こ
の
主
旨
と
呼
応
す
る
。

�4　
『
禮
記
』
經
解
「
車
に
升
れ
ば
則
ち
鸞
和
の
音
あ
り
」
の
鄭
玄
注
に

引
く
『
韓
詩
内
傳
』
に
よ
る
。「
鸞
は
衡
に
付
い
て
お
り
、
和
は
軾
の

前
に
付
い
て
い
る
。
車
に
乗
る
と
馬
が
動
き
、
馬
が
動
け
ば
鸞
が
鳴

る
。
鸞
が
鳴
れ
ば
和
が
応
じ
る
（
鸞
在
衡
、
和
在
軾
前
、
升
車
則
馬

動
、
馬
動
則
鸞
鳴
、
鸞
鳴
則
和
應
）」
と
あ
る
。

�5　
『
毛
詩
』（
商
頌
・
那
）
の
句
。「
鞉
鼓
淵
淵
、
嘒
嘒
管
聲
」
と
あ
る
。

��　
『
老
子
』（
第
十
二
章
）
に
よ
る
。「
五
色
令
人
目
盲
、
五
音
令
人
耳

聾
、
五
味
令
人
口
爽
、
馳
騁
畋
獵
令
人
心
發
狂
」
と
あ
る
。

［
補
説
］

「
声
音
」
に
関
す
る
「
訓
義
」
の
考
証
の
論
旨
は
、
孫
奭
の
「
疏
」
に
ほ

ぼ
一
致
す
る
。「
疏
」
に
は
「
蓋
鐘
鼓
言
聲
、
以
其
聲
之
單
出
、
故
云

聲
也
。
管
籥
車
馬
言
音
、
以
其
音
之
雜
比
、
故
云
音
也
。
然
車
馬
亦
謂

之
音
者
、
蓋
升
車
則
馬
動
、
馬
動
則
鸞
鳴
、
鸞
鳴
則
和
應
故
也
。
聲

之
與
音
、
合
而
言
之
則
聲
音
一
也
、
別
而
言
之
則
單
出
爲
聲
、
雜
比

爲
音
。
詩
言
嘒
嘒
管
聲
、
此
言
管
籥
之
音
、
是
聲
音
之
通
論
也
」
と

あ
る
。
鄭
玄
の
「
單
出
・
雜
比
」
説
の
提
示
、『
韓
詩
内
傳
』
に
よ
る
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陳暘孟子訓義校釈（一）

「
車
馬
の
音
」
の
解
釈
、「
商
頌
」
の
句
を
引
い
て
「
声
」
と
「
音
」
の

義
が
通
じ
る
こ
と
の
補
足
な
ど
、「
訓
義
」
の
文
は
ほ
ぼ
「
孫
疏
」
の

引
き
写
し
で
あ
る
。

（
二
〇
〇
六
、一
、一
九　

二
〇
〇
八
、一
、一
二
訂
補
）


